
石
井
公
一
郎
先
生
を
悼
む 

 

石
井
公
一
郎
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
痛
悼
已
む
こ
と
能
は
ず
。 

思
へ
ば
、
石
井
先
生
と
我
々
文
語
の
苑
と
の
関
係
は
、
極
め
て
深
き
も
の
あ
り
。 

先
生
は
文
語
の
苑
發
起
人
の
枢
要
な
る
お
一
人
な
る
の
み
な
ら
ず
、
實
は
最
も
有
力
な
る
支
援
者
・
理
解

者
と
し
て
も
知
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
な
り
。
何
よ
り
も
文
語
へ
の
情
熱
に
か
け
て
は
、
誰
に
も
負
け
ぬ
も

の
あ
り
て
、
毎
年
帝
國
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
る
文
語
の
苑
総
会
に
は
、
い
つ
も
出
席
せ
ら
れ
、
冒
頭

に
有
益
な
る
御
挨
拶
を
賜
る
こ
と
を
恒
例
と
せ
り
。
或
る
時
に
は
お
若
き
頃
石
井
好
子
様
な
ど
ご
家
族
の

間
に
て
愛
誦
せ
ら
れ
た
る
三
好
達
治
の
詩
「
乳
母
車
」
を
朗
々
と
朗
讀
せ
ら
れ
た
る
こ
と
、
今
と
な
り
て

は
懐
か
し
く
想
ひ
出
づ
。 

石
井
先
生
は
大
正
十
二
年
生
れ
、
い
は
ゆ
る
學
徒
出
陣
の
世
代
に
し
て
、
文
語
の
使
ひ
手
と
し
て
は
第
一

級
の
方
な
れ
ば
、
改
め
て
文
語
の
世
界
に
於
い
て
は
巨
星
墜
つ
の
感
あ
り
。 

正
漢
字
百
字
の
普
及
（
先
生
曰
く
、
寶
に
貝
の
字
無
く
ば
あ
り
が
た
み
無
し
と
。）
な
ど
、
石
井
先
生
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
せ
ら
れ
し
こ
と
を
、
我
々
も
引
き
継
い
で
、
微
力
な
が
ら
文
語
普
及
に
努
め
て
参
る
所

存
な
り
。 

合
掌 

令
和
四
年
四
月
十
二
日 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
語
の
苑
理
事
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